
石巻・女川の現状視察 ２０１７年３月９日（木）～１１日（土）  
 
１、視察概要  
杏林大学 調査チームに同行  
テーマ「地域の防災組織と大学との連携」  
ヒアリング先  
・石巻市復興まちづくり情報交流館館長（前専修石巻大学教員）  

リチャード M ハルバシュタット  
（・石巻市役所）  
・八幡屋 阿部紀代子氏  
・株）街づくりまんぼう 代表取締役社長 西條允敏氏   

副社長 尾形和昭氏  
・NPO みらいサポート石巻 専務理事 中川政治氏  
・専修石巻大森先生  
宿泊場所 サンファンビレッジ  駅から１５分程度  
 コンテナー型宿泊施設  工事関係者の定宿  
 

 

 



２、被災時の状況  
石巻 （２３，９，１）  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   海辺の町の被災状況   北上川両岸と中州の石の森章太郎美術館  
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
   沿岸部の被災状況       水産関連施設いまだ復旧せず  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

石巻ガス 復旧している     日本製紙工場一部復旧  



３、復興状況 石巻市ホームページより  
石巻市の本格復旧・復興の進捗状況 （平成２７年２月１日時点）  
平成２６年１１月末と比較し以下の事業で進捗が見られた。  
・復興住宅（市街地）の完了率が 5％ ⇒ 11％  
・復興住宅（半島部）の用地確保率が 66％ ⇒ 82％  
・防災集団移転促進事業の完了率が 10％ ⇒ 13％（半島部６地区→８

地区）  
・防災集団移転促進事業の着工率が 87％ ⇒ 97％  
・農業集落排水災害復旧事業の発注率が 91％ ⇒ 97％   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



４、中心部の現状  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

駅周辺は完全に復活している。店の営業はまだこれからとの話です。  
 
５、石ノ森萬画館と中瀬公園  

 
 



６、水産業施設の復活  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

７、避難タワーの整備  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

８、商業施設 牡鹿  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 



９、石巻市復興まちづくり情報交流館  
中央  

牡鹿  

 
雄勝  

 
 
 
 



１０被災時の状況 女川（２３，９，１）  

  丘の上の病院 被災から免れた  丘の上から見た漁港の被災状況  
                     山の向こうに原発がある  
 

   ビルが根こそぎ倒れている          水没した桟橋  
 
 

  丘の斜面は被災を免れた       石の巻への経路の鉄道も水没

している  
 
 



１１、女川駅前商店街  
 
 
 

 

 

 

 

 
 


